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研究成果の概要：脳卒中後疼痛のメカニズム解明のため、動物視床痛モデル作成を試みたが、

結果としてはラット、霊長類ともに作成ができなかった。脳卒中後疼痛患者の視床、被殻病変

での MRI の Diffusion tensor image では患側の描出率と経頭蓋磁気刺激療法による一次運動

野刺激による除痛率との相関を検討したところ、運動線維および感覚線維の両者の描出率と相

関が得られたが、感覚線維の描出率とより相関が得られた。この結果は病巣の主座が被殻であ

っても感覚中継核である視床腹外側核およびその線維連絡の保持が経頭蓋磁気刺激による一次

運動野刺激による除痛効果とよく相関することが示されたと解釈された。 
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１．研究開始当初の背景 ２．研究の目的 
食生活の変化もあって、最近は小型の出血

および穿通枝梗塞が増加しており、生命予後
よりも脳卒中後疼痛に悩むケースが増えて
いる。この病態は有効な薬剤がなく、侵襲的
治療である脳刺激術の適応となるが、その有
効性も半分くらいである。この視床痛に代表
される脳卒中後疼痛のメカニズムが明らか
でないことが、治療が困難である理由のひと
つでもある。 

 そこで視床痛の動物モデルを作成するこ
とができれば、その病態のメカニズムを明ら
かにすることができると考え、まずラットで
予備実験し、次に霊長類でモデル作成するこ
とを考えた。またヒトで MRI の Diffsion 
tesor image などの新しい手法での脳卒中後
疼痛メカニズム解明へのアプローチも考え
た。 
 

  



３．研究の方法 
 １）ＳＤラットに定位脳手術でコラゲナー
ゼまたは自己血を注入して、視床出血モデル
を作成し、行動評価および処分後に脳の破壊
部位の評価を行った。 
 ２）視床または被殻病変の脳卒中後疼痛患
者において、運動線維と感覚線維を MRI の
Diffusion tensor image で描出して、線維の
描出率を健常側に対する患側の比で表現し、
病態との相関性を検討した。 
 
４．研究成果 
 １）ラット視床出血モデルをコラゲナーゼ
(200-50U/ml)を 1.0 – 3.0μl、定位的に注入を
行い、行動評価を試みたが、疼痛行動評価は
困難であった。還流固定による破壊部位の検
討では、一定のサイズの脳破壊をおこなうこ
との困難さが示唆され、霊長類での実験に至
らなかった。 
 ２）患側の描出率と経頭蓋磁気刺激療法に
よる一次運動野刺激による除痛率との相関
を検討したところ、運動線維および感覚線維
の両者の描出率と相関が得られたが、感覚線
維の描出率とより相関が得られた(Goto T, 
Saitoh Y et al, Pain, 2008)。この結果は病巣
の主座が被殻であっても感覚中継核である
視床腹外側核およびその線維連絡の保持が
経頭蓋磁気刺激による一次運動野刺激によ
る除痛効果とよく相関することが示された
ことになる。 
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発明者：齋藤洋一
権利者： 同
種類：特許 
番号：PCT/JP2007/058411 
出願年月日：平成19年4月
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